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「横浜の緑に関する土地所有者意識調査」の結果について 

 

１ 調査の対象 

（１）樹林地所有者 

4,407人（一筆 500㎡以上の山林所有者） 

（２）農地所有者 

5,631人（1,000㎡以上の農地所有者） 

 

２ 実施期間 

（１）発 送 日：令和４年６月 13日（月） 

（２）回答期限：令和４年６月 28日（火） 

 

３ 回収数 

（１）樹林地所有者 

1,693票（回収率 38.4％） 

（２）農地所有者 

2,352票（回収率 41.7％） 

※集計作業の事務手続き上、７月 15日までに到着した調査票を有効票として集計しました。 

 

４ 集計結果の見方 
①  図（グラフ）の中で使用されているアルファベットｎは、その設問に対する回答者数

をあらわします。 
②  回答の比率（すべて百分率（％）で表示）は、その設問の回答者数を基数（件数）と

して算出しています。したがって、複数回答の設問の場合、すべての比率を合計する
と 100％を超える場合があります。また、小数点以下第２位を四捨五入して算出してい
るため、合計が 100％にならない場合があります。 

 

※概要数値の見方 

数値はそれぞれ割合(％)を表示。基数の記述があるもの以外は有効回収数を基本としています。 

樹林地所有者（n=1,693）、農地所有者（n=2,352） 
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（１）樹林地所有者 

問１ 
あなたが所有する樹林地について、これまで樹林地のまま残してきた理由は

何ですか。 【複数回答可】 

 

「先祖代々引き継いできた土地だから」が最も多い回答（約 70％）でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問２ あなたは、所有する樹林地を今後も樹林地として残していきたいですか。 

 

「樹林地として残したい」が最も多い回答（約 35％）でした。 

 

 

 

 

 

 

集計結果 

(1182人) 69.8%

(942人) 55.6%

(404人) 23.9%

(353人) 20.9%

(248人) 14.6%

(220人) 13.0%

(119人) 7.0%

(52人) 3.1%

(154人) 9.1%

(10人) 0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

先祖代々引き継いできた土地だから

ほかの用途への転用が困難な樹林地だから

樹林地そのものに愛着があるから

樹林地のままのほうが、固定資産税が安いから

生き物のすみかとして守りたいから

満足のいく価格で売却できないから

散策の場として親しむなど活用しているから

特に理由はない

その他

無回答
n=1,693

複数回答

樹林地として

残したい

(594人)

35.1%

条件次第では

樹林地として

残したい

(574人)

33.9%

残す意向は無い

(469人)

27.7%

無回答 (56人) 3.3%

n=1,693
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問３ 
 問２で『残す意向は無い』と回答した方へお聞きします。 

樹林地として残す意向が無い理由は何ですか。 【複数回答可】 

 

「樹林地のままでは、維持管理が大変だから」が最も多い回答（約 68％）でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問４ 
樹林地を所有するうえで困っていると感じていることは何ですか。 

【３つまで回答可】 

 

 「維持管理に費用と手間がかかる」が最も多い回答（約 53％）でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(319人) 68.0%

(184人) 39.2%

(26人) 5.5%

(26人) 5.5%

(56人) 11.9%

(0人) 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

樹林地のままでは、維持管理が大変だから

将来的に樹林地の売却や土地活用を考えているから

すでに樹林地の売却や土地活用の予定があるから

特に理由はない

その他

無回答
n=469

複数回答

(889人) 52.5%

(569人) 33.6%

(566人) 33.4%

(531人) 31.4%

(450人) 26.6%

(431人) 25.5%

(406人) 24.0%

(322人) 19.0%

(278人) 16.4%

(186人) 11.0%

(115人) 6.8%

(84人) 5.0%

(0人) 0.0%

(61人) 3.6%

(35人) 2.1%

(26人) 1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

維持管理に費用と手間がかかる

手入れできずに荒れていくことが心配

将来の遺産相続時の対応が心配

土砂崩れなどの災害の発生が心配

所有していても収益が得られない

近隣住民から苦情や要望が寄せられる

固定資産税などの税金を負担しなければならない

台風やナラ枯れ等病虫害による突発的な倒木の処理

不法投棄される

山火事や不審火が心配

樹林地内の無断侵入や植物等の盗難

隣地との境界が不明確であることにより生じるトラブル

どのような維持管理をして良いのかわからない

特に困っていない

その他

無回答
n=1,693

複数回答

（落ち葉や枝の越境、日照阻害、草刈など） 
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問５ 横浜市がおこなっている緑地保全制度について、知っていますか。 

 

「知っている」が最も多い回答（約 60％）でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問６ 
 問５で『知っている』と回答した方へお聞きします。 

あなたが所有する樹林地の緑地保全制度の指定状況はどれですか。 

 

「指定を受けている」という回答（「すべての樹林地が指定を受けている」と「一部指定を受けている」を合

算）が約 58％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている

(1010人)

59.7%

知らない

(577人)

34.1%

無回答 (106人) 6.3%

n=1,693

すべての樹林

地が指定を受

けている

(283人)

28.0%

一部指定を

受けている

(305人)

30.2%

すべての樹林地

が指定を受けて

いない

(324人) 32.1%

わからない

(78人)

7.7%

無回答 (20人) 2.0%

n=1,010
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問７ 

 問６で『すべての樹林地が指定を受けている』または、『一部指定を受けてい

る』と回答した方へお聞きします。 

樹林地の指定を受けた理由は何ですか。 【３つまで回答可】 

 「固定資産税･都市計画税の減免・優遇を受けることができるため」が最も多い回答（約 55％）でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※１：特別緑地保全地区・近郊緑地特別保全地区に指定された樹林地が対象 

※２：市民の森に指定された樹林地が対象 

※３：市民の森・緑地保存地区・源流の森保存地区に指定された樹林地が対象 

※４：特別緑地保全地区・近郊緑地特別保全地区・緑地保存地区・源流の森保存地区に指定された樹林地が対象 
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問８ 

 問６で『一部指定を受けている』または、『すべての樹林地が指定を受けてい

ない』と回答した方へお聞きします。 

樹林地の指定を受けない（受けられない）理由は何ですか。【３つまで回答可】 

「持っている樹林地が、制度指定の要件に合わないため」が最も多い回答（約33％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：特別緑地保全地区・近郊緑地特別保全地区に指定された樹林地が対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(217人) 34.5%

(211人) 33.5%

(99人) 15.7%

(83人) 13.2%

(83人) 13.2%

(75人) 11.9%

(42人) 6.7%

(41人) 6.5%

(20人) 3.2%

(13人) 2.1%

(61人) 9.7%

(77人) 12.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

持っている樹林地が、制度指定の要件に合わないため

将来の土地利用を制限したくないため

制度の内容がよくわからない・手続きが煩雑であるため

固定資産税・都市計画税の減免はメリットとして感じられないため

市からの働きかけがないため

相続税に対する減免や優遇が十分でないため（※1）

周辺の樹林地の所有者等と、指定することの合意を図る必要があるため

樹林地の売却を予定している・開発の計画があるため

家族や共有者と、指定することについて合意していないため

過去に制度指定を受けた際に、不都合な点があったため

その他

無回答
n=629

複数回答
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問９ 

横浜市がおこなっている緑地保全制度に指定された樹林地に対する維管理費用

の助成について、どのような支援が充実していれば指定しても良い、または指

定を続けようと考えますか。 【複数回答可】 

 

 「樹林地外周部における樹木の剪定・伐採に対する助成」が最も多い回答（約 65％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 

横浜市では、所有者の方が土地を所有しながら、樹林地を公開し、市民の方に

利用していただく「市民の森制度」があります。制度の指定を受けると、税の

軽減が受けられるほか、緑地を維持するための奨励金が交付されます。 

所有する樹林地を公開することについて、どのようにお考えですか。 

 

 「自分の土地は、他人に利用されたくない」が最も多い回答（約 36％）でした。 

  

(1094人) 64.6%

(799人) 47.2%

(789人) 46.6%

(607人) 35.9%

(596人) 35.2%

(473人) 27.9%

(229人) 13.5%

(113人) 6.7%

(193人) 11.4%

0% 20% 40% 60% 80%

樹林地外周部における樹木の剪定・伐採に対する助成

樹林地外周部における草刈に対する助成

外周部以外の場所を含めた倒木や枯れ木の処理に対する助成

申請にかかる書類作成や手続きの負担軽減

竹林管理に対する助成

不法投棄防止のための柵の設置に対する助成

作業を頼む造園業者の紹介

その他

無回答

n=1,693

複数回答

自分の土地は、他人

に利用されたくない

(613人)

36.2%

興味があるので、今後考え

てみたい

(597人)

35.3%

すでに市民の森

制度などにより、

所有の樹林地を

公開している

(141人)

8.3%

市民の森制度の

指定は受けてい

ないが、近隣の人

が利用できる状

態になっている

(80人)

4.7%

無回答

(262人)

15.5%

n=1,693
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問 11 

問 10 で『自分の土地は、他人に利用されたくない』と回答した方へお聞きしま

す。 

公開を検討するきっかけになるものはありますか。 

「利用者のマナーが守られている」が最も多い回答(約 17％)でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問 12 
あなたが所有している樹林地の維持管理を、ボランティアの人または団体に手

伝ってもらうことについて、どのようにお考えですか。  

 

 「条件が合えば手伝ってほしい」が最も多い回答（約 39％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者のマナーが

守られている

(105人)

17.1%
公開に向けて維持管

理を支援する仕組み

が充実している

(87人)

14.2%

事故やケガが生じた際

に備える仕組みがある

(72人)

11.7%

利用者が限定されている

（地元自治会などコミュニ

ケーションをとれる方、等）

(53人)

8.6%

その他

(162人)

26.4%

無回答

(134人)

21.9%

n=613

ぜひ手伝って

ほしい

(189人)

11.2%

条件が合えば

手伝ってほしい

(659人)

38.9%
近隣からの苦情な

ど、必要に迫られれ

ば手伝ってほしい

(316人)

18.7%

手伝ってほしくない・

受け入れたくない

(99人)

5.8%

自身の維持管理

で間に合っている

ので手伝いは不要

(299人)

17.7%

無回答

(131人)

7.7%

n=1,693
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問 13 

横浜市では、緑の減少に歯止めをかけ、「緑豊かなまち横浜」を次世代に継承す

るため、「横浜みどり税」を一部財源として活用しながら、「横浜みどりアップ

計画」を進めています。あなたはこのことについて知っていますか。 

 

 『「横浜みどりアップ計画」、「横浜みどり税」の両方とも知っている』が最も多い回答(約 48％)でした。 

 

  

「横浜みどり

アップ計画」、

「横浜みどり

税」の両方とも

知っている

(819人)

48.4%

「横浜みどり

アップ計画」の

み知っている

(194人)

11.5%

「横浜みどり税」

のみ知っている

(225人)

13.3%

今回、初めて

知った

(390人)

23.0%

無回答 (65人) 3.8%

n=1,693
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① 個人・法人区分 【複数回答可】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 年齢 

 

③  就業状況 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者属性 

□ 個人の方のみ □ 個人の方のみ 

(157人) 9.3%

(1435人) 84.8%

(103人) 6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法人

個人

無回答 n=1,693

複数回答

～29歳

(4人)

0.2%

30～39歳

(17人)

1.0% 40～49歳

(66人)

3.9%

50～59歳

(158人)

9.3%60～69歳

(338人)

20.0%

70～79歳

(541人)

32.0%

80歳以上

(426人)

25.2%

3人)

n=1,693

無回答 
(143 人) 
8.4％ 

60～69 歳 
(338 人) 
20.0％ 

9.3％ 
自営業

(769人)

45.4%

会社員

(207人)

12.2%
主婦・主夫

(110人)

6.5%

学生

(3人)

0.2%

仕事はして

いない

(324人)

19.1%

その他

(113人)

6.7%

無回答

(167人)

9.9%

n=1,693（公務員・団体職員・
パート・アルバイトを含む）

n=1,693 
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⑤ あなた（個人又は法人等）が所有する樹林地の合計面積はどのくらいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(668人) 39.5%

(313人) 18.5%

(186人) 11.0%

(58人) 3.4%

(112人) 6.6%

(26人) 1.5%

(727人) 42.9%

(1296人) 76.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街化調整区域

市街化区域

0～4.999㎡ 5,000～9,999㎡ 10,000㎡以上 無回答

n=1,693

n=1,693
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➅ 所有する樹林地のある区すべてお答えください。 【複数回答可】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(30人) 1.8%

(87人) 5.1%

(3人) 0.2%

(20人) 1.2%

(38人) 2.2%

(54人) 3.2%

(96人) 5.7%

(130人) 7.7%

(70人) 4.1%

(85人) 5.0%

(169人) 10.0%

(143人) 8.4%

(105人) 6.2%

(116人) 6.9%

(228人) 13.5%

(110人) 6.5%

(126人) 7.4%

(45人) 2.7%

(95人) 5.6%

0% 10% 20%

鶴見区

神奈川区

西区

中区

南区

港南区

保土ケ谷区

旭区

磯子区

金沢区

港北区

緑区

青葉区

都筑区

戸塚区

栄区

泉区

瀬谷区

無回答
n=1,693

複数回答
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（２）農地所有者 

問１ 
次の土地利用区分のうち、あなたが所有する農地が該当するものはありますか。 

【複数回答可】 

 

市街化調整区域内の「農業専用地区」が最も多い回答（約 40％）でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(939人) 39.9%

(445人) 18.9%

(808人) 34.4%

(465人) 19.8%

(365人) 15.5%

(146人) 6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農業専用地区

農業振興地域内の農用地区域

上記以外

生産緑地地区

上記以外

無回答 n=2,352

複数回答

市街化調整区域 

市街化区域 
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問２ 
あなたが所有する農地（地目：田、畑）の面積 および 所在地の区域について

お答えください。 

 

市街化調整区域に「～2,999 ㎡」の畑を持つ方が最も多い回答（約 36％）でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※「所有なし」と「無回答」を「所有無し（含む無回答）」として集計 

 
 
 

 

 

 

 

(361人) 15.7%

(778人) 36.1%

(47人) 1.7%

(424人) 19.5%

(88人) 4.0%

(318人)

14.6%

(15人) 1.0%

(128人) 4.4%

(40人) 1.5%

(301人)

13.3%

(12人) 0.2%

(54人) 2.8%

(28人) 1.3%

(191人) 7.5%

(7人) 0.0%

(35人) 1.3%

(1699人) 77.5%

(628人) 28.6%

(2135人) 97.0%

(1575人) 72.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街化調整区域：田

市街化調整区域：畑

市街化区域：田

市街化区域：畑

1～2,999㎡ 3,000～4,999㎡ 5,000～9,999㎡ 10,000㎡以上 所有なし（含む無回答）

n=2,216n=2,352
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問３ あなたの農業経営の状況について、あてはまるものはどれですか。 

 

「第二種兼業農家（農外所得が主）」が最も多い回答（約 44％）でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問４ あなたの農業後継者について、あてはまるものはどれですか。 

 

「現時点ではわからない（後継者の就農は未定）」が最も多い回答（約 38％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専業農家（農業所得のみ）

(95人)

4.0%

第一種兼業農家

（農業所得が主）

(174人)

7.4%

第二種兼業農家

（農外所得が主）

(1022人)

43.5%自家消費用程度

(677人)

28.8%

農業をしていない

(333人)

14.2%

無回答

(51人)

2.2%

n=2,352

(505人) 21.5%

(157人) 6.7%

(774人) 32.9%

(881人) 37.5%

(35人) 1.5%

0% 20% 40% 60%

既に後継者がいる

将来的に後継者の就農が予定されている

後継者がいない

現時点ではわからない（後継者の就農は未定）

無回答 n=2,352

複数回答
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問５ あなたは、今後の経営規模についてどのようにお考えですか。 

 

「今後については不明」が最も多い回答（約 44％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 
あなたは、現在どのような農業経営をされていますか。また、今後、どのような

農業を展開したいとお考えですか。 【複数回答可】 

 

現在実施している農業経営は「個人の直売所、宅配による販売」が最も多い回答（約 24％）でした。 

今後展開したい農業は「個人の直売所、宅配による販売」が最も多い回答（約 12％）でした。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

問６-1 あなたは、今後も農業を続けていきたいですか。 

 

経営規模の拡大 (50人) 2.1%

現在の経営規模を維持 (754人)

32.1%

経営規模の縮小 (335人)

14.2%

今後については不明

(1033人) 43.9%

その他 (122人) 5.2%

無回答 (58人) 2.5%

n=2,352

(574人) 24.4%

(432人) 18.4%

(412人) 17.5%

(117人) 5.0%

(72人) 3.1%

(50人) 2.1%

(305人) 13.0%

(284人) 12.1%

(187人) 8.0%

(196人) 8.3%

(224人) 9.5%

(184人) 7.8%

(194人) 8.2%

(120人) 5.1%

0% 10% 20% 30%

個人の直売所、宅配による販売

市場への出荷

市内の共同直売所・スーパー等への契約出荷

収穫体験などの観光型農園経営

飲食店・加工業者への出荷

加工品の製造販売

その他

n=2,352

複数回答

現在実施している

今後展開したい
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問７ 
農地を所有し続けるうえで、あなたが特に課題と思うことは何ですか。 

【３つまで回答可】 

 

「高齢のため農作業が難しい」が最も多い回答(約 45％)でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８-1 
あなた農業を続けていくことができなくなった場合、所有する農地はどのよう

に管理しますか。 【複数回答可】 

「わからない」が最も多い回答（約 39％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

(1064人) 45.2%

(925人) 39.3%

(875人) 37.2%

(713人) 30.3%

(586人) 24.9%

(563人) 23.9%

(389人) 16.5%

(161人) 6.8%

(74人) 3.1%

(53人) 2.3%

(114人) 4.8%

(155人) 6.6%

0% 20% 40% 60%

高齢のため農作業が難しい

相続税の支払いに不安があるまたは負担が大きい

農業で安定的な収入が得られない

農業後継者がいない

固定資産税の支払いが負担に感じる

労働力が不足している

農地へのごみの投棄や苦情

（農薬、臭い、土ぼこりの飛散など）への対応が難しい

新たな追加投資が負担である

農業以外での安定収入が得られない

新しい農業技術の習得や営農に関する情報の入手が困難である

その他

無回答

n=2,352

複数回答

(537人) 22.8%

(401人) 17.0%

(335人) 14.2%

(288人) 12.2%

(921人) 39.2%

(186人) 7.9%

(84人) 3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

他の用途に転用する

他の農家に貸す

市民農園として貸し出す

農地として売る

わからない

その他

無回答

n=2,352

複数回答
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問８-2 

 問８-1 で『他の農家に貸す』『市民農園として貸し出す』と回答した方へお聞

きします。 

農地を貸す条件について、どのようにお考えですか。 【複数回答可】 

 
「安心できる相手への貸付」が最も多い回答（約 70％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(440人) 70.0%

(394人) 62.6%

(351人) 55.8%

(120人) 19.1%

(98人) 15.6%

(12人) 1.9%

(10人) 1.6%

0% 20% 40% 60% 80%

安心できる相手への貸付

市などの公的機関の仲介

貸し借りのトラブルが起きない

農地の整備（荒廃農地の復元）

十分な額の賃料が得られる

その他

無回答
n=629

複数回答
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問９ 
環境に配慮した農業の取組が広まりつつあります。 

あなたが取り組んでいることや、今後取り組みたいことはありますか。 

 

「取り組んでいる」ことでは、「農薬使用時の周囲への配慮」が最も多い回答(約 49％)でした。 また、「今

後取り組みたい」ことでは、「脱プラスチックへの取組」が最も多い回答（約 13％）でした。 

 

  

(882人)

37.5%
(138人)

5.9%

(1157人)

49.2%

(791人)

33.6%

(601人)

25.6%
(98人)

4.2%

(263人)

11.2%(88人)

3.7%

(26人)

1.1%

(226人)

9.6%

(147人)

6.3%

(129人) 5.5%

(248人)

10.5%

(203人)

8.6%

(173人)

7.4%

(309人)

13.1%

(233人)

9.9%

(8人) 0.3%

(457人)

19.4%

(675人)

28.7%

(264人)

11.2%

(434人)

18.5%

(491人) 20.9%

(644人)

27.4%

(712人)

30.3%

(640人)

27.2%

(36人) 1.5%

(223人)

9.5%

(607人)

25.8%

(186人)

7.9%

(212人)

9.0%

(373人)

15.9%

(624人)

26.5%

(330人)

14.0%

(622人)

26.4%

(64人) 2.7%

(564人)

24.0%

(785人)

33.4%

(616人)

26.2%

(667人)

28.4%

(684人)

29.1%

(813人)

34.6%

(738人)

31.4%

(769人)

32.7%

(2218人)

94.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

肥などを活用した土づくりや化学肥料・農薬を減らす取組

天敵農薬や花粉交配用昆虫を使用する取組

使用時の周囲への配慮（時間帯、風向き、防薬施設等）

畑からの土砂流出対策や土埃の発生防止

周辺との調和のため、樹木・花を植えるなどの配慮

効果ガス削減（省エネ型施設や設備の導入など）の取組

脱プラスチックへの取組（例：生分解性マルチの使用）

デジタル技術を活用し、ロスが少なく効率を高める取組

（例：作業時間や肥料等の在庫管理）

その他n=2,352

取り組んでいる 今後取り組みたい 関心はあるが、取り組んでいない 関心がない 無回答

堆肥などを活用した土づくりや化学肥料・
農薬を減らす取組 

農薬使用時の周囲への配慮 
（時間帯、風向き、防薬施設等） 

温室効果ガス削減の取組 
（省エネ型施設や設備の導入など） 
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問 10 

横浜市では、緑の減少に歯止めをかけ、「緑豊かなまち横浜」を次世代に継承す

るため、「横浜みどり税」を一部財源として活用しながら、「横浜みどりアップ

計画」を進めています。あなたはこのことについて知っていますか。 

『「横浜みどりアップ計画」、「横浜みどり税」の両方とも知っている』が最も多い回答(約 50％)でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問 11 

「横浜みどりアップ計画」では、横浜に残る貴重な水田景観の保全に取り組ん

でいます。水田を維持していくうえで、課題に感じることは何ですか。 

【複数回答可】 

「後継者の育成」が最も多い回答(約 14％)でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「横浜みどり

アップ計画」、

「横浜みどり

税」の両方とも

知っている

(1176人)

50.0%
「横浜みどり

アップ計画」の

み知っている

(277人)

11.8%

「横浜みどり税」

のみ知っている

(325人)

13.8%

今回、初めて

知った

(470人)

20.0%

無回答 (104人) 4.4%

n=2,352

(717人) 30.5%

(576人) 24.5%

(453人) 19.3%

(417人) 17.7%

(335人) 14.2%

(124人) 5.3%

(543人) 23.1%

(211人) 9.0%

(476人) 20.2%

0% 20% 40% 60%

後継者の育成

収益性の確保

高額な農業用機械への支援充実

貸し借りの仕組みの充実

作業の省力化・ボランティア支援

生産基盤の更新

わからない

その他

無回答
n=2,352

複数回答
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問 12-1 
「横浜みどりアップ計画」の事業について、利用後の印象はどうでしたか。

また、利用しなかった事業について、今後、利用したいですか。 

 

事業を利用された方のうち、「農業用機械の購入や施設整備の補助」について最も多くの方が「役にたっ

た」と回答（約 90％）しました。また、事業を利用しなかった方のうち、最も多くの方が「今後利用したい」と

回答（約 25％）しています。 

■ 事業を利用した方について 利用後の印象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業を利用しなかった方について 今後の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(365人) 89.9%

(164人) 82.0%

(103人) 69.1%

(156人) 78.8%

(126人) 77.8%

(118人) 74.7%

(13人) 46.4%

(41人)

10.1%

(36人) 18.0%

(46人) 30.9%

(42人) 21.2%

(36人) 22.2%

(40人) 25.3%

(15人) 53.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農業用機械の購入や施設整備の補助（n=406）

水源確保などの施設や基盤整備への補助（n=200）

市民が利用する収穫体験農園、市民農園への支援（n=149）

地域団体による清掃などの活動への助成（n=198）

水田の保全や長期の貸付など農地に関する助成（n=162）

直売所・加工所・青空市への支援（n=158）

その他（n=28）

役に立った 役に立たなかった

(330人)

24.5%

(240人)

16.9%

(243人)

17.8%

(203人)

17.3%

(168人)

15.4%

(258人)

20.1%

(35人)

8.3%

(1070人)

75.5%

(1105人)

83.1%

(1162人)

82.2%

(1109人)

82.7%

(1103人)

84.6%

(1148人)

79.9%

(196人)

91.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農業用機械の購入や施設整備の補助（n=1,309）

水源確保などの施設や基盤整備への補助（n=1,298）

市民が利用する収穫体験農園、市民農園への支援（n=1,369）

地域団体による清掃などの活動への助成（n=1,290）

水田の保全や長期の貸付など農地に関する助成（n=1,297）

直売所・加工所・青空市への支援（n=1,371）

その他（n=228）

今後利用したい 無回答
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問 12-2 

 問 12-1 で、ひとつでも『役に立った』と回答した項目がある方へお聞き

します。 

事業を利用したことで、どのような効果がありましたか。 【複数回答可】 

 

「農作業の効率化につながった」が最も多い回答（約 55％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12-3 

 問 12-1 で、ひとつでも『利用しなかった』または『今後利用したい』と

回答した項目がある方へお聞きします。 

事業を利用しなかったのは、なぜですか。 【複数回答可】 

 

「利用したい事業がなかった」が最も多い回答（約 34％）でした。 

 

  

(328人) 55.1%

(166人) 27.9%

(96人) 16.1%

(94人) 15.8%

(52人) 8.7%

(17人) 2.9%

(67人) 11.3%

0% 20% 40% 60%

農作業の効率化につながった

営農意欲が向上した

市民や地域の人に喜ばれたり感謝された

農地や周辺地域の景観が良くなった

特に効果を感じない

その他

無回答
n=595

複数回答

(549人) 33.5%

(498人) 30.4%

(319人) 19.5%

(292人) 17.8%

(286人) 17.4%

(89人) 5.4%

(155人) 9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用したい事業がなかった

事業を知らなかった

農業を継続する予定がない

手続きが面倒だと感じた

市からの働きかけや情報提供がなかった

その他

無回答

n=1,639

複数回答
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① 個人・法人区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 年齢 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回答者属性 

□ 個人の方のみ 

(29人) 1.2%

(1964人) 83.5%

(361人) 15.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法人

個人

無回答 n=2,352

複数回答

～29歳

(6人)

0.3%

30～39歳

(20人)

0.9% 40～49歳

(62人)

2.6%

50～59歳

(224人)

9.5%

60～69歳

(546人)

23.2%

70～79歳

(830人)

35.3%

80歳以上

(606人)

25.8%

無回答 (58人)

2.5%

n=2,352


